
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」

「
動
」
に
つ
い
て

二
四

夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」

「
動
」
に
つ
い
て

余

燗
　
　
躍

「
静
」
「
動
」

と
初
期
の
文
学
観

　
夏
目
漱
石
は
『
草
枕
』
の
中
で
し
ば
し
ば
「
静
」
「
動
」
を
使
っ
て
登
場
人

物
を
形
容
し
た
り
、
小
説
の
背
景
を
描
い
た
り
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
九
章

に
お
け
る
地
震
後
の
水
溜
ま
り
の
動
き
方
と
第
十
章
に
お
け
る
「
鏡
の
池
」
に

っ
い
て
の
描
写
、
及
び
第
三
章
に
お
け
る
那
美
に
対
し
て
の
形
容
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。
ま
た
第
六
章
に
お
け
る
「
会
得
一
日
静
、
正
知
百
年
忙
」
の
よ
う
な

漢
詩
な
ど
も
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
で
は
こ
の
現
象
に
注
意
し
、
言
及
し
た
論

文
と
し
て
、
小
泉
浩
一
郎
の
「
『
草
枕
』
論
－
画
題
成
立
の
過
程
を
中
心
に
Ｉ
」

（
『
漱
石
作
品
論
集
成
一
第
二
巻
一
坊
ち
ゃ
ん
・
草
枕
』
桜
楓
社
　
平
成
二
年
十

二
月
一
日
　
二
〇
四
頁
）
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
論
文
は
「
静
」
「
動
」
を

中
心
に
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
概
念
を
巡
っ
て
漱
石
が
如
何
に
東

洋
文
化
と
接
触
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
後

で
述
べ
る
よ
う
に
、
「
静
」
「
動
」
は
漱
石
の
思
想
構
造
、
及
び
作
品
の
構
成
で

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
概
念
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
検
討
に
は
ま
だ
十
分

な
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
小
論
で
は
主
に
漱
石
が
こ
の
「
静
」
「
動
」
の
概
念

を
ど
こ
か
ら
吸
収
し
、
そ
し
て
自
己
の
思
想
構
造
の
一
部
分
と
し
て
如
何
に
展

開
し
て
い
っ
た
の
か
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
「
静
」
「
動
」
と
い
う
対
概
念
は
東
洋
の
哲
学
史
や
文
学
批
評
史
上
で
は
一
つ

の
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
夏
目
漱
石
は
青
少
年
時
代
か
ら
既
に
こ
の
概
念
を
よ

く
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
彼
は
か
つ
て
「
老
子
の
哲
学
」
と
い
う
論
文
を
書
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
「
第
四
篇
老
子
の
道
」
で
「
反
者
道
之
動
弱
者
道
之

用
」
と
『
老
子
』
に
お
け
る
「
動
」
の
文
章
を
引
用
し
た
り
、
ま
た
「
道
が
一

度
び
動
け
ば
相
対
と
な
る
こ
と
を
聖
言
せ
る
が
如
し
」
（
『
漱
石
全
集
』
第
十
二

巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
日
）
と
論
じ
た
り
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
「
玄
」
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。



　
　
此
玄
を
視
る
に
二
様
あ
り
一
は
其
静
な
る
所
を
見
一
は
其
動
く
所
を
見
る

　
　
（
後
略
）

　
ま
た
、

　
　
　
（
略
）
今
此
二
面
を
表
に
示
せ
ば
左
の
如
く
な
ら
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
…
平
等
故
無
名
…
故
常
無
欲
観
其
妙

　
　
　
玄
之
又
玄
（
絶
対
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
…
万
物
之
母
故
有
名
…
故
常
有
欲
観
其
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
出
「
老
子
の
哲
学
」
第
一
篇
総
論
）

　
こ
の
引
用
で
は
、
漱
石
は
「
静
」
「
動
」
を
も
っ
て
「
玄
」
の
性
質
を
ま
と

め
て
説
明
し
て
い
る
。
『
老
子
』
の
中
に
は
、
「
道
」
の
性
質
に
つ
い
て
、
漱
石

も
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
反
也
者
道
之
動
也
。
弱
也
者
道
之
用
也
。
（
反
な

る
者
は
道
の
動
き
也
。
弱
な
る
者
は
道
の
用
也
。
）
」
（
斎
藤
賄
『
老
子
』
全
釈

漢
文
大
系
第
十
五
巻
　
集
英
社
　
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
十
日
　
一
四
三

頁
）
と
い
う
解
釈
が
あ
り
、
ま
た
「
根
に
帰
る
を
静
と
い
ひ
、
静
を
復
命
と
い

ふ
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
し
か
し
漱
石
の
よ
う
に
、
「
静
」
「
動
」
を
以
て
、

直
接
「
玄
」
を
解
釈
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
漱
石
が
「
老
子
の
哲
学
」

で
「
静
」
「
動
」
を
対
概
念
と
し
て
「
玄
」
を
説
明
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
の

「
老
子
の
哲
学
」
を
書
く
前
に
既
に
こ
の
対
概
念
を
よ
く
分
か
っ
て
い
た
と
認

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
『
草
枕
』
を
書
く
前
後
に
、
漱
石
は
「
日
記
、
断
片
」
の
中
で

「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
っ
い
て

　
　
○
静
を
あ
ら
わ
す
も
の
は
ポ
テ
ン
シ
ア
リ
チ
ー
で
あ
る
ポ
テ
ン
シ
ア
リ

　
　
チ
ー
は
何
に
変
化
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
静
変
じ
て
動
と
な
る
と
き
ア
ク

　
　
チ
ヰ
チ
ー
と
な
る
。
ア
ク
チ
ヰ
チ
ー
は
盛
な
る
と
同
時
に
限
ら
れ
て
居
る
。

　
　
其
無
能
を
発
表
す
る
其
微
弱
な
る
事
を
証
明
す
る
。
英
国
の
文
学
は
此
動

　
　
の
尤
も
ダ
ラ
シ
ナ
キ
も
の
な
り
。
浅
墓
な
る
も
の
な
り
。
　
（
「
断
片
－

　
　
明
治
三
十
八
年
十
一
月
頃
よ
り
明
治
三
十
九
年
夏
頃
ま
で
－
」
『
漱
石
全

　
　
集
』
第
十
三
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
二
日
）

　
こ
の
概
念
を
集
中
的
に
書
き
表
し
て
い
る
初
期
の
小
説
と
し
て
、
『
草
枕
』

を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
　
　
（
略
）
動
と
名
の
つ
く
も
の
は
必
ず
卑
し
い
。
運
慶
の
仁
王
も
、
北
斎

　
　
の
漫
画
も
全
く
此
動
の
一
字
で
失
敗
し
て
居
る
。
動
か
静
か
。
是
が
わ
れ

　
　
等
画
工
の
運
命
を
支
配
す
る
大
問
題
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
　
　
元
来
は
静
で
あ
る
べ
き
大
地
の
一
角
に
陥
欠
が
起
っ
て
、
全
体
が
思
は

　
　
ず
動
い
た
が
、
動
く
は
本
来
の
性
に
背
く
と
悟
っ
て
、
力
め
て
佳
昔
の
姿

　
　
に
も
ど
ら
う
と
し
た
の
を
、
平
衡
を
失
っ
た
機
勢
に
制
せ
ら
れ
て
、
心
な

　
　
ら
ず
も
動
き
っ
づ
け
た
今
日
は
、
や
け
だ
か
ら
無
理
で
も
動
い
て
見
せ
る

　
　
と
云
は
ぬ
許
り
の
有
様
が
１
そ
ん
な
有
様
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
丁
度
此

　
　
女
を
形
容
す
る
事
が
出
来
る
。
（
三
）

　
那
美
を
形
容
す
る
に
際
し
て
の
文
章
で
あ
る
。
こ
の
中
で
作
者
の
「
静
」

「
動
」
に
っ
い
て
の
認
識
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
「
動
」
よ
り
も
「
静
」
の
ほ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

が
尊
い
、
そ
し
て
「
動
」
は
「
本
来
の
性
に
背
く
」
と
漱
石
は
考
え
て
い
た
だ

ろ
う
。

　
『
草
枕
』
は
明
治
三
十
九
年
九
月
一
日
、
春
陽
堂
発
行
の
『
新
小
説
』
に
掲

載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
前
引
の
「
断
片
」
を
書
く
時
期
と
同

じ
頃
な
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
漱
石
は
こ
の
時
期
に
『
草
枕
』
及
び
「
断

片
」
に
同
じ
「
静
」
「
動
」
の
概
念
を
書
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
漱
石
は
『
草
枕
』
で
し
ば
し
ば
「
静
」
の
考
え
を
直
接
主
張
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
「
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
」
も
「
少
し
も
動
か
ぬ
」
（
「
余
が
『
草

枕
』
」
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
こ
こ
ろ
』
の
奥
さ
ん
の
「
静
」
、
『
明
暗
』
の
結

末
に
登
場
す
る
「
清
子
」
も
あ
ま
り
行
動
せ
ぬ
人
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
草
枕
』
、
『
こ
こ
ろ
』
及
び
『
明
暗
－
で
漱
石
は
こ
の
よ
う
な
登
場
人
物
を
設

定
し
、
ま
た
し
ば
し
ば
「
静
」
に
っ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
決
し

て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
つ
も
り
で

あ
る
。

　
実
は
『
草
枕
』
は
漱
石
の
初
期
の
創
作
理
念
を
探
る
上
で
は
大
き
い
重
み
を

も
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
だ
『
草
枕
』
を
書
い
て
い
る
う

ち
に
、
漱
石
は
畔
柳
芥
舟
に
宛
て
て
、
「
来
九
月
の
新
小
説
に
小
生
が
芸
術
観

及
人
生
観
の
一
局
部
を
代
表
し
た
る
小
説
あ
ら
わ
る
べ
く
是
は
是
非
御
読
み
の

上
御
批
評
願
度
侯
。
」
（
明
治
三
十
九
年
八
月
七
日
畔
柳
芥
舟
宛
）
と
書
い
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
草
枕
』
に
お
け
る
「
静
」
と
漱
石
の
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

理
念
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
静
」
「
動
」
で
は
「
動
」
よ
り
も
「
静
」
の
方
が
尊
い
、
と
い
う
考
え
方
は

右
の
引
用
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
漱
石
は
一
部
の
英
文
学
を

「
動
」
の
文
学
と
規
定
し
て
、
批
判
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
上
記
の
「
断

片
」
と
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
、
漱
石
は
次
の
よ
う
な
文
を
書
い
て
い
る
。

　
　
　
＝
◎
８
９
ノ
時
代
を
見
よ
。
Ｏ
ざ
｛
Ｏ
了
婁
ｏ
の
時
代
を
見
よ
。

　
　
　
彼
等
の
病
的
な
る
は
自
然
の
刺
激
を
以
て
満
足
す
る
能
は
ず
。
人
為
的

　
　
に
此
等
の
刺
激
を
創
造
し
て
快
な
り
と
な
す
。
（
中
略
）

　
　
○
英
人
の
文
学
は
安
慰
を
与
ふ
る
の
文
学
に
あ
ら
ず
刺
激
を
与
ふ
る
の
文

　
　
学
な
り
。
人
の
塵
慮
を
一
掃
す
る
の
文
学
に
あ
ら
ず
し
て
益
人
を
俗
了
す

　
　
る
の
文
学
な
り
。

　
　
（
前
出
「
断
片
－
明
治
三
十
八
年
十
一
月
頃
よ
り
明
治
三
十
九
年
夏
頃
ま

　
　
で
ー
」
）

　
こ
の
「
英
人
の
文
学
」
に
対
す
る
漱
石
の
感
想
は
「
英
国
の
文
学
は
此
動
の

尤
も
ダ
ラ
シ
ナ
キ
も
の
な
り
。
」
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
漱
石
の
主
張
し
て
い
る
文
学
は
ど
う
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
、
そ
れ
は
「
動
」
の
文
学
と
反
対
に
、
「
静
」
の
文
学
な
の
で
あ
る
。
漱
石

は
『
草
枕
』
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
、

　
　
　
う
れ
し
い
事
に
東
洋
の
詩
歌
は
そ
こ
を
解
脱
し
た
の
が
あ
る
。
採
菊
東

　
　
確
下
、
悠
然
見
南
山
。
只
そ
れ
ぎ
り
の
裏
に
暑
苦
し
い
世
の
中
を
丸
で
忘



　
　
れ
た
光
景
が
出
て
く
る
。
垣
の
向
ふ
に
隣
の
娘
が
覗
い
て
る
訳
で
も
な
け

　
　
れ
ば
、
南
山
に
親
友
が
奉
職
し
て
居
る
次
第
で
も
な
い
。
超
然
と
出
世
問

　
　
的
に
利
害
損
得
の
汗
を
流
し
去
つ
た
心
持
ち
に
な
れ
る
。
燭
坐
幽
篁
裏
、

　
　
弾
琴
復
長
嚥
、
深
林
人
不
知
、
明
月
来
相
照
。
只
二
十
字
の
う
ち
に
優
に

　
　
別
乾
坤
を
建
立
し
て
居
る
。
（
一
一

　
こ
の
文
章
の
中
で
漱
石
は
直
接
「
静
」
と
書
い
て
い
な
い
が
、
し
か
し
漱
石

が
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
陶
淵
明
、
及
び
王
維
の
詩
句
は
実
は
漢
詩
の
歴
史
の

中
で
も
典
型
的
な
「
静
」
な
る
境
界
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は

こ
の
王
詩
と
陶
詩
に
っ
い
て
次
の
よ
う
な
詩
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば

清
末
の
王
国
維
（
一
八
七
七
－
一
九
二
七
一
が
そ
の
『
人
問
詞
話
』
で
こ
う
論

じ
て
い
る
。

　
　
　
（
前
略
）
有
有
我
之
境
、
有
無
我
之
境
。
コ
涙
眼
問
花
花
不
語
、
乱
紅
飛

　
　
過
秋
千
去
。
」
「
可
堪
孤
館
閉
春
寒
、
杜
鵠
聲
里
斜
陽
暮
。
」
有
我
之
境
也
。

　
　
「
采
菊
東
擁
下
、
悠
然
見
南
山
。
」
「
寒
波
潜
溶
起
、
白
烏
悠
悠
下
。
」
無
我

　
　
之
境
也
。
有
我
之
境
、
以
我
観
物
、
故
物
皆
著
我
之
色
彩
。
無
我
之
境
、

　
　
以
物
観
物
、
故
不
知
何
者
為
我
、
何
者
為
物
。
（
三
）
無
我
之
境
、
人
惟

　
　
干
静
中
得
之
。
有
我
之
境
、
干
由
動
之
静
時
得
之
。
故
一
優
美
、
一
宏
壮

　
　
也
。
（
四
）
（
跳
河
夫
『
『
人
問
詞
話
』
及
評
論
彙
編
』
書
目
文
献
出
版
社

　
　
一
九
八
三
年
十
二
月
　
一
－
二
頁
）

　
　
　
（
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
と
の
別
が
あ
る
。
コ
涙
眼
問
花
花
不

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

　
　
語
、
乱
紅
飛
過
鰍
軽
去
」
（
欧
陽
修
・
蝶
恋
花
詞
一
、
及
び
「
可
堪
孤
館
閉

　
　
春
寒
、
杜
鵠
聲
裏
斜
陽
暮
」
（
秦
観
・
踏
渉
行
詞
）
の
境
地
は
「
有
我
の

　
　
境
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
采
菊
東
擁
下
、
悠
然
見
南
山
」
及
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
「
寒
波
潜
潅
起
、
白
鳥
悠
悠
下
」
、
の
境
地
は
「
無
我
の
境
で
あ
る
。
「
有

　
　
我
の
境
」
で
は
「
我
を
以
て
物
を
観
る
」
。
故
に
「
物
は
皆
我
の
色
彩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
帯
び
る
」
。
「
無
我
の
境
」
で
は
「
物
を
以
て
我
を
観
る
」
。
故
に
何
が
我

　
　
で
あ
り
、
何
が
物
で
あ
る
か
の
区
別
は
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
無
我
の

　
　
境
」
は
「
静
」
の
中
に
到
達
さ
れ
、
「
有
我
の
境
」
は
、
「
動
か
ら
静
に
う

　
　
つ
る
」
過
程
の
中
で
到
達
さ
れ
る
。
故
に
、
前
者
は
〈
優
美
〉
で
あ
り
、

　
　
後
者
は
〈
壮
美
〉
で
あ
る
。
）
（
訳
文
：
田
仲
一
成
「
王
国
維
に
お
け
る
近

　
　
代
的
芸
術
思
想
に
つ
い
て
」
東
京
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
編
『
近

　
　
代
中
国
の
思
想
と
文
学
』
株
式
会
社
大
安
　
一
九
六
七
年
七
月
一
日
　
一

　
　
二
二
頁
）

　
こ
こ
で
は
す
べ
て
の
詩
、
及
び
詞
は
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
の
二

種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
無
我
の
境
」
の
詩
、
及
び
詞
は
「
静
」

を
構
成
す
る
の
に
対
し
て
、
「
有
我
の
境
」
の
詩
、
及
び
詞
は
「
動
」
を
構
成

す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
静
」
の
詩
の
例
と
し
て
、
陶
淵
明

の
詩
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
の
「
無
我
之
境
」
と
は
「
静
」
の
文
学
を
構
成
す
る
前
提
で
あ
り
、
詩

人
の
感
情
、
感
覚
が
赤
裸
々
に
表
れ
な
い
詩
句
の
境
界
を
指
し
て
い
る
。
極
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

に
言
え
ば
、
詩
人
の
感
情
、
意
識
の
動
き
が
失
う
状
態
を
指
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
故
に
「
以
物
観
物
、
不
知
何
者
為
我
、
何
者
為
物
。
」
と
い
っ
た
境
界

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
「
動
」

の
詩
に
な
る
。
「
動
」
の
詩
と
は
「
物
皆
な
我
の
色
彩
を
著
く
」
の
よ
う
な
詩

で
あ
り
、
漱
石
の
言
っ
て
い
る
「
苦
し
ん
だ
り
、
怒
つ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
泣

い
た
り
」
（
『
草
枕
－
一
）
す
る
詩
で
あ
ろ
う
。
漱
石
は
陶
淵
明
の
詩
を
「
世
の

中
を
丸
で
忘
れ
た
光
景
が
出
て
く
る
」
も
の
と
し
、
英
国
の
文
学
を
「
刺
激
を

与
ふ
る
の
文
学
」
と
し
て
い
る
の
は
恰
も
王
国
維
の
こ
の
詩
論
と
合
致
し
て
い

る
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
漱
石
が
陶
淵
明
の
句
を
あ
げ
て
い
る
理
由
は
、

そ
の
句
に
「
無
我
の
境
」
ま
た
は
「
静
」
な
る
境
界
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
漱
石
の
初
期
の
文
学
観
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
小
説
『
草
枕
』
、
及
び
そ

れ
を
書
く
前
後
の
「
断
片
」
に
見
ら
れ
る
「
静
」
に
っ
い
て
分
析
し
て
き
た
。

漱
石
自
身
も
「
芸
術
観
及
人
生
観
の
一
局
部
を
代
表
し
た
る
」
と
明
言
し
て
い

る
こ
の
作
品
で
、
前
引
の
よ
う
な
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
前
後
に
「
断
片
」
で
も
同
じ
よ
う
な
文
章
が
記
し
て
あ
る
こ
と
は
意

味
深
い
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。
漱
石
の
初
期
作
品
に
お
け
る
「
静
」
の
文
学
的

理
念
は
非
常
に
重
要
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
　
二
　
「
静
」
の
文
学
と
「
無
我
」
及
び
「
清
」
の
文
学

　
「
静
」
の
境
界
を
好
む
漱
石
は
初
期
の
小
説
及
び
「
断
片
」
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
晩
年
の
漢
詩
の
中
で
も
「
静
」
を
愛
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
大

正
五
年
八
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
つ
ま
り
『
明
暗
』
を
書
い
て
い
た
頃
に
は
、

彼
は
十
一
首
の
漢
詩
の
中
に
「
静
」
を
書
き
込
ん
で
い
る
（
八
月
十
四
日
夜
の

「
無
題
」
、
九
月
一
日
の
「
無
題
」
、
九
月
二
日
の
「
無
題
」
、
九
月
三
日
の
「
無

題
」
、
九
月
十
五
日
の
「
無
題
」
、
九
月
十
七
日
の
「
無
題
」
、
九
月
二
十
四
日

の
「
無
題
」
、
九
月
二
十
九
日
の
「
無
題
」
、
十
月
三
日
の
「
無
題
」
、
十
一
月

十
三
日
の
「
無
題
」
、
十
一
月
十
九
日
の
「
無
題
」
　
『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻

岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
日
　
に
参
照
さ
れ
た
い
）
。
そ
の
中
で
、

注
意
す
べ
き
句
と
し
て
、
九
月
三
日
の
「
無
題
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
漱
石
は

こ
の
句
で
「
巖
頭
書
静
桂
花
落
、
橿
外
月
明
澗
鳥
暗
」
と
「
静
」
の
境
界
を
あ

げ
た
後
、
続
け
て
「
道
到
無
心
天
自
合
、
時
如
有
意
節
將
迷
」
と
「
無
心
」
に

つ
い
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
十
一
月
二
十
日
夜
、
つ
ま
り
漱
石
が
死
ぬ
直

前
の
詩
句
に
も
、
「
碧
水
碧
山
何
有
我
、
蓋
天
蓋
地
是
無
心
」
と
「
無
心
」
す

な
わ
ち
「
無
我
」
の
言
葉
を
も
書
い
て
い
る
。
実
は
こ
こ
の
「
無
心
」
も

「
静
」
と
同
じ
よ
う
に
、
漱
石
が
追
求
し
つ
づ
け
て
い
た
ひ
と
つ
の
境
界
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
静
」
と
関
連
し
て
、
漱
石
に
お
け
る
「
無
心
」
、
す
な

わ
ち
「
無
我
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



　
前
引
の
王
国
維
の
説
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
静
」
と
「
無
我
」
と
は
相

侯
っ
て
成
る
二
つ
の
概
念
で
あ
る
。
「
静
」
を
主
張
す
る
老
荘
思
想
、
及
び
老

荘
思
想
を
奉
じ
る
文
学
者
に
は
「
座
忘
」
、
す
な
わ
ち
「
我
を
忘
れ
て
、
無
我

の
境
に
入
る
」
と
い
う
考
え
方
も
同
時
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
態
度
が
陶
淵
明
の
詩
や
文
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。
「
飲
酒
」
の
中
で

彼
は
「
不
覚
知
有
我
　
安
知
物
為
貴
我
有
る
を
知
る
を
覚
え
ず
、
何
ん
ぞ
物

の
貴
し
と
為
す
を
知
ら
ん
。
」
（
星
川
清
孝
撰
『
古
詩
源
　
下
』
漢
詩
大
系
第

五
巻
集
英
社
　
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
日
七
版
発
行
九
一
頁
－
注
・
訳
文

は
撰
者
訳
）
と
書
い
て
い
る
。
陶
淵
明
も
老
荘
思
想
を
奉
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
は
「
抱
朴
守
静
、
君
子
之
篤
素
。
」
（
朴
を
抱
き
静
を
守
る
は
君
子
の
篤
き
素

な
り
１
引
用
者
訳
）
（
逮
欽
立
校
注
「
感
士
不
遇
賦
」
『
陶
淵
明
集
』
中
華
書
局

一
九
七
九
年
五
月
　
一
四
五
頁
）
と
一
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
抱
朴
守
静
」
と

は
明
ら
か
に
老
荘
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
陶
淵
明
は
ま
た
魏
、
晋

玄
学
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
こ
の
魏
、
晋
玄
学
の
も
う
一
人
の
代
表
的
人
物

で
あ
る
郭
象
一
？
－
三
＝
一
）
も
『
荘
子
注
』
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　
　
　
吾
喪
レ
我
、
我
自
忘
実
、
我
白
忘
ム
矢
、
天
下
有
二
何
物
足
ワ
識
哉
、
故
都

　
　
忘
二
外
内
↓
然
後
超
然
倶
得
、
一
郭
象
子
玄
注
有
井
範
平
訓
点
『
新
刊

　
　
荘
子
評
注
』
東
京
報
告
堂
蔵
版
　
八
頁
）

陶
淵
明
と
郭
象
は
共
に
老
荘
恩
想
を
奉
じ
て
、
ま
た
「
無
我
の
境
」
を
主
張

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
老
荘
思
想
に
お
け
る
「
静
」
の
考
え

方
が
「
無
我
の
境
」
と
通
い
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
静
」
を
主
張
し
、
そ
れ
を
自
分
の
創
作
の
手
段
と
し
て
い
る
漱
石
も
こ
の
種

の
「
無
我
之
境
」
を
称
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
生
言
え
よ
う
。
彼
は
し
ば
し
ば

こ
の
種
の
境
界
を
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
草
枕
』
を
書
く
前
後
に
、
「
断
片
」

で
次
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
い
る
。

　
　
　
天
下
に
何
が
薬
に
な
る
と
云
ふ
て
己
を
忘
る
・
よ
り
鷹
揚
な
る
事
な
し

　
　
無
我
の
境
よ
り
歓
喜
無
し
。
カ
ノ
芸
術
の
作
品
の
尚
き
は
一
瞬
の
問
な
り

　
　
と
も
悦
惚
と
し
て
己
れ
を
遺
失
し
て
、
自
他
の
区
別
を
忘
れ
し
む
る
が
故

　
　
な
り
。
（
前
出
「
断
片
－
明
治
三
十
八
年
十
一
月
頃
よ
り
明
治
三
十
九
年

　
　
夏
頃
ま
で
ー
」
）

そ
し
て
『
草
枕
』
の
中
に
も
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
、

　
　
　
春
は
眠
く
な
る
。
猫
は
鼠
を
捕
る
事
を
忘
れ
、
人
問
は
借
金
の
あ
る
事

　
　
を
忘
れ
る
。
時
に
は
自
分
の
魂
の
居
所
さ
へ
忘
れ
て
正
体
な
く
な
る
。

　
　
（
中
略
）
あ
・
愉
快
だ
。
か
う
思
つ
て
、
か
う
愉
快
に
な
る
の
が
詩
で
あ

　
　
る
。
（
一
）

　
こ
の
よ
う
な
態
度
は
漱
石
の
晩
年
の
創
作
ま
で
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
大
正

三
年
に
書
い
た
「
閑
居
偶
成
似
臨
風
詞
兄
」
の
句
に
は
依
然
と
し
て
「
無
我
」

の
境
界
へ
の
追
求
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
静
」
の
文
学
は
漱

石
に
と
っ
て
理
想
的
文
学
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
達
す
る
に
は
「
無
心
」
と
「
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

れ
を
遺
失
し
て
、
自
他
の
区
別
を
忘
れ
」
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

漱
石
に
お
け
る
こ
う
い
う
「
無
我
」
の
態
度
は
「
静
」
の
考
え
方
と
関
係
づ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
漱
石
は
ま
た
『
道
草
』
を
書
く
直
前
に
こ
い
う
ふ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
（
略
）
私
自
身
は
今
其
不
快
の
上
に
跨
が
つ
て
、
一
般
の
人
類
を
ひ
ろ

　
　
く
見
渡
し
な
が
ら
微
笑
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
迄
詰
ら
な
い
事
を
書
い

　
　
た
自
分
を
も
、
同
じ
眼
で
見
渡
し
て
、
恰
も
そ
れ
が
他
人
で
あ
つ
た
か
の

　
　
感
を
抱
き
つ
・
、
矢
張
り
微
笑
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
「
硝
子
戸
の
中
」

　
　
三
十
九
　
『
漱
石
全
集
』
第
八
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
五
月
二
十

　
　
二
日
）

　
漱
石
は
二
般
の
人
類
」
を
「
見
渡
し
な
が
ら
微
笑
し
て
ゐ
る
」
だ
け
で
な

く
、
「
自
分
を
も
、
同
じ
目
で
見
渡
し
て
、
恰
も
そ
れ
が
他
人
で
あ
」
る
よ
う

な
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
現
実
の
自
我
か
ら
離
れ
て
、
そ
れ
を

じ
っ
と
見
守
る
漱
石
の
姿
が
伺
え
る
だ
ろ
う
。
「
今
迄
」
の
「
自
分
」
か
ら
離

れ
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
と
、
「
無
我
」
の
自
分
し
か
残
ら
な
い
の
だ
。
『
道

草
』
と
『
明
暗
』
は
あ
た
か
も
こ
い
う
心
境
の
下
で
書
か
れ
た
作
晶
で
あ
る
。

ゆ
え
に
漱
石
は
作
品
中
で
、
白
分
を
含
む
す
べ
て
の
登
場
人
物
を
同
じ
次
元
で

取
り
扱
い
、
ど
ち
ら
を
も
否
定
は
せ
ず
、
ま
た
ど
ち
ら
を
も
肯
定
は
し
な
い
の

で
あ
る
。
初
期
の
小
説
と
比
べ
て
違
う
の
は
、
漱
石
が
自
分
自
身
を
小
説
の

「
暗
闘
」
と
「
競
争
」
の
世
界
か
ら
脱
却
し
、
あ
る
い
は
脱
却
し
よ
う
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

他
の
境
界
に
立
っ
て
「
こ
の
世
」
を
冷
静
に
、
そ
し
て
「
微
笑
し
」
な
が
ら
観

察
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
漱
石
に
お
け
る
「
静
」
の
文
学
観
と
関
連
し
て
、
彼
の
漢
詩
に
対
し
て
の
も

う
ひ
と
つ
の
見
方
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
「
清
」
へ
の

追
求
な
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
直
接
吐
露
す
る
詩
句
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
、

　
　
　
　
無
題
（
大
正
五
年
十
一
月
十
九
日
）

　
　
大
愚
難
到
志
難
成
　
五
十
春
秋
瞬
息
程

観
道
無
言
只
入
静

逼
逼
天
外
去
雲
影

忽
見
閑
窓
虚
白
上

拮
詩
有
句
独
求
清

籟
籟
風
中
落
葉
声

東
山
月
出
半
江
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
－
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
）

　
こ
の
詩
の
中
に
作
者
の
「
静
」
「
動
」
の
概
念
に
固
執
す
る
態
度
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
。
「
大
愚
」
と
は
吉
川
幸
次
郎
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
も
と
『
荘
子
』
の
語
」
（
『
漱
石
詩
注
』
岩
波
新
書
　
一
九
六
七
年
五
月
二
十

日
　
二
〇
五
頁
）
で
あ
り
、
即
ち
ほ
ん
と
う
の
智
と
は
愚
か
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
「
観
道
無
言
只
入
静
」
を
見
る
と
す
ぐ
前
引
の
「
老
子
の
哲
学
」

の
文
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
。
「
静
」
を
以
て
「
道
」
を
理
解
す
る
の
は
漱
石
の

考
え
方
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
籟
籟
風
中
落
葉
士
仁
も
実
は
正
に
一
種
の
「
静
」
の
世
界
を
な
し
て



い
る
一
同
じ
よ
う
な
類
い
の
句
と
し
て
ま
た
「
閑
花
落
空
庭
」
「
風
至
樹
頭
鳴
」

と
も
書
い
て
い
る
）
。
風
も
止
み
、
あ
ま
り
に
も
静
ま
り
か
え
る
中
で
、
木
の

葉
の
落
ち
る
音
ま
で
も
闇
」
え
る
、
と
い
う
境
界
は
「
静
」
の
そ
の
も
の
で
あ

る
。
中
国
の
北
宋
の
沈
括
（
一
〇
三
一
－
一
〇
九
五
）
は
『
夢
漢
筆
談
』
で
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
【
二
六
〇
】
　
昔
の
人
の
詩
に
「
風
定
ま
り
て
花
猶
お
落
っ
」
と
い
う
句
が

　
　
あ
り
、
こ
れ
に
対
句
を
っ
け
ら
れ
る
者
は
誰
も
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。

　
　
王
安
石
は
「
鳥
鳴
き
て
山
更
に
幽
な
り
」
の
句
を
対
に
持
っ
て
来
た
。

　
　
「
鳥
鳴
き
て
山
更
に
幽
な
り
」
は
、
も
と
も
と
、
南
朝
宋
の
王
籍
の
詩
で

　
　
あ
り
、
本
来
は
、

　
　
　
　
螺
嘆
林
愈
静
　
蝉
喋
ぎ
て
林
愈
い
よ
静
か
に

　
　
　
　
鳥
鳴
山
更
幽
　
鳥
鳴
き
て
山
更
に
幽
な
り

　
　
と
い
う
対
で
、
上
下
二
句
と
も
同
じ
境
地
を
詠
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
そ
れ
が
、

　
　
　
　
風
定
花
猶
落
　
風
定
ま
り
て
花
猶
お
落
ち

　
　
　
　
鳥
鳴
山
更
幽
　
鳥
鳴
き
て
山
更
に
幽
な
り

　
　
と
な
る
と
、
上
の
句
は
静
中
に
動
が
あ
り
、
下
の
句
は
動
中
に
静
が
あ
る

　
　
こ
と
に
な
る
。
（
後
略
）
（
梅
原
郁
訳
注
『
夢
渓
筆
談
二
』
〔
芸
文
〕
平
凡

　
　
社
　
東
洋
文
庫
　
一
九
七
九
年
九
月
二
十
五
日
　
一
〇
五
頁
）

「
風
定
花
猶
落
」
の
句
を
も
し
「
静
中
に
動
が
あ
り
」
と
い
え
ば
、
漱
石
の

　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
っ
い
て

「
籟
籟
風
中
落
葉
士
こ
「
閑
花
落
空
庭
」
「
風
至
樹
頭
鳴
」
も
同
じ
よ
う
な
境
界

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
「
拮
詩
有
句
独
求
清
」
の
「
清
」
は
漱
石
の
「
静
」
な
る
文
学
観

と
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
、

　
も
と
も
と
「
清
」
と
い
う
語
に
は
本
来
「
清
い
、
澄
む
、
水
が
澄
ん
で
い

る
」
（
『
漢
和
中
辞
典
』
角
川
書
店
　
六
二
八
頁
）
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
の

反
対
語
は
「
濁
る
」
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
静
」
と
食
い
違
う
所
が
あ
る
。

し
か
し
東
洋
文
学
史
で
は
こ
の
「
清
」
と
「
静
」
は
実
は
表
裏
を
な
す
二
つ
の

重
要
な
概
念
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
漱
石
の
漢
詩
に
お
け
る
「
清
」
と
漢
詩

批
評
史
上
に
お
け
る
「
清
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
漱
石
が
自
分
の
詩
論
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
前
述
の
『
草
枕
』
及
び
「
断

片
」
の
引
用
の
ほ
か
に
、
ま
た
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
「
秋
の
江

に
打
ち
込
む
杭
の
響
き
か
な
」
「
秋
の
空
浅
黄
に
澄
め
り
杉
に
斧
」
「
別
る
・
や

夢
一
筋
の
天
の
川
」
と
あ
げ
た
あ
と
、

　
　
　
当
時
の
余
は
西
洋
の
語
に
殆
ん
ど
見
当
ら
ぬ
風
流
と
云
ふ
趣
を
の
み
愛

　
　
し
て
ゐ
た
。
其
風
流
の
う
ち
で
も
弦
に
挙
げ
た
句
に
現
れ
る
様
な
一
種
の

　
　
趣
丈
を
と
く
に
愛
し
て
ゐ
た
。
（
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
五
　
前
出
『
漱
石

　
　
全
集
』
第
八
巻
一

と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
秋
の
江
」
と
か
、
「
秋
の
空
」
と
か
、
「
天
の

川
」
と
か
い
う
語
に
は
い
ず
れ
も
澄
み
切
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

あ
り
、
上
記
の
「
清
」
の
解
釈
、
即
ち
「
清
い
」
「
澄
む
」
「
水
が
澄
ん
で
い

る
」
状
態
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
漱
石
が
「
弦
に
挙
げ
た

句
に
現
れ
る
様
な
一
種
の
趣
丈
を
と
く
に
愛
し
て
ゐ
た
」
と
い
う
の
は
正
に
こ

の
「
清
」
の
境
界
で
あ
る
生
言
え
よ
う
。
従
っ
て
彼
は
上
記
の
漢
詩
で
「
拮
詩

有
句
独
求
清
」
と
書
い
て
、
そ
れ
を
自
分
の
創
作
の
手
段
と
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
「
静
」
と
「
清
」
の
境
界
を
好
む
漱
石
は
そ
の
漢
詩
の
中
で
「
清
」
に
つ
い

て
よ
く
書
い
て
い
る
。
例
え
は
、
「
最
喜
清
宵
燈
一
点
　
孤
愁
夢
鶴
在
春
空
」

（
「
無
題
」
大
正
五
年
九
月
十
三
日
）
及
び
二
搦
清
機
閑
日
月
　
詩
成
黙
黙
対

晴
喧
」
（
「
無
題
」
大
正
五
年
九
月
二
十
四
日
）
の
よ
う
な
類
い
が
あ
る
。
吉
川

幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
（
前
出
）
に
よ
る
と
、
「
清
宵
」
と
は
「
清
ら
か
な
よ

る
」
（
一
五
五
頁
）
で
あ
り
、
「
清
機
」
と
は
「
清
ら
か
な
心
の
因
縁
」
（
ニ
ハ

八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
次
の
句
も
漱
石
に
お
け
る
「
清
」
の
性
質
を
鮮

明
に
現
わ
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
（
前
略
）

　
　
紅
塵
堆
裏
聖
賢
道
　
碧
落
空
中
清
浄
詩

　
　
描
到
西
風
辞
不
足
　
看
雲
採
菊
在
東
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
無
題
」
大
正
五
年
九
月
三
十
日
）

　
漱
石
は
こ
の
詩
に
お
い
て
、
「
紅
塵
」
す
な
わ
ち
俗
社
会
に
お
け
る
「
聖
賢

道
」
、
つ
ま
り
儒
教
の
説
を
斥
け
、
そ
の
反
対
に
「
清
浄
詩
」
を
自
己
の
理
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

的
な
境
界
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
陶
淵
明
の
「
菊
を
東
擁
の
下
に
採
る
」
と
い

う
句
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漱
石
の
好
む
「
清
」
の
詩
の
性
質
は
こ
の
詩

句
に
よ
っ
て
も
伺
え
る
だ
ろ
う
。

　
前
引
の
「
観
道
無
言
只
入
静
　
拮
詩
有
句
独
求
清
」
と
い
う
詩
句
で
、
漱
石

は
「
静
」
と
「
清
」
を
併
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
一
っ
の
理

由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
老
子
』
で
は
「
清
静
な
る
は
以
て
天
下
の
正
た
る

可
し
」
（
斎
藤
駒
「
老
子
－
全
釈
漢
文
大
系
第
十
五
巻
　
集
英
社
　
昭
和
五
十

四
年
十
一
月
三
十
日
　
一
四
九
頁
）
と
「
清
」
と
「
静
」
を
併
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
後
に
文
学
批
評
史
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
よ
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鐘
喋
（
４
６
８
－
５
１
８
）
の
『
詩
品
』
で
陶
淵
明
を

評
し
て
「
風
華
清
廃
」
と
書
い
て
あ
る
。
司
空
図
（
８
３
７
－
９
０
８
）
の

『
二
十
四
詩
品
』
で
は
わ
ざ
わ
ざ
「
清
奇
」
と
い
う
一
節
を
設
け
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
唐
詩
を
評
す
る
と
き
、
格
別
に
王
維
と
章
応
物
の
詩
を
重
視

し
、
「
右
丞
（
王
維
　
引
用
者
注
）
、
蘇
州
（
章
応
物
－
引
用
者
注
）
、
趣
味
澄

貧
、
若
清
風
之
出
舶
」
と
言
っ
て
い
る
。
清
初
の
詩
壇
を
リ
ー
ド
し
た
王
士
禎

（
漁
洋
）
の
『
池
北
偶
談
』
に
も
「
清
」
と
「
神
韻
」
説
と
の
関
係
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
論
説
は
従
来
数
多
い
が
、
こ
こ
で

は
松
下
忠
氏
の
説
を
あ
げ
た
い
。
次
の
文
が
あ
る
。

　
　
　
「
清
」
は
神
韻
の
要
素
の
一
で
、
「
清
音
」
・
「
清
廻
」
・
「
清
奇
」
．
「
清

　
　
真
」
・
「
清
麗
」
・
「
清
抜
」
な
ど
の
語
は
、
漁
洋
の
貴
ぶ
用
語
で
あ
っ
た
。



　
　
（
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
－
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取
１
』
明
治
書
院

　
　
昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
七
日
初
版
発
行
　
一
〇
四
一
頁
）

ま
た
、

　
　
　
池
北
偶
談
に
「
神
韻
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。

　
　
　
　
扮
陽
孔
文
谷
云
、
詩
以
レ
達
性
。
然
須
二
清
遠
為
ワ
尚
。
蕗
西
原
論
レ

　
　
　
詩
、
燭
取
二
謝
康
楽
・
王
摩
詰
（
王
維
　
引
用
者
注
）
・
孟
浩
然
・
章

　
　
　
応
物
二
言
、
白
雲
抱
二
幽
石
一
緑
篠
媚
二
清
漣
↓
清
也
。
（
中
略
）
清
遠

　
　
　
兼
レ
之
也
。
総
二
其
妙
一
在
二
神
韻
二
矢
。
神
韻
二
字
、
予
向
論
レ
詩
、
首

　
　
　
為
二
学
人
一
拮
出
。
不
レ
知
先
見
二
於
此
↓
一
巻
十
八
一

　
　
　
（
中
略
）
酵
惹
は
、
詩
を
論
じ
、
理
想
的
な
詩
人
と
し
て
、
謝
霊
運
・

　
　
王
維
・
孟
浩
然
・
章
応
物
の
四
人
を
選
ん
で
い
る
点
も
、
漁
洋
の
主
張
と

　
　
一
致
し
て
い
る
。
か
つ
、
清
と
遠
と
の
兼
備
を
説
き
、
神
韻
の
語
を
発
明

　
　
し
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
詩
境
の
妙
を
総
括
し
て
い
る
。
一
前
出
一
〇
四
一

　
　
－
一
〇
四
二
頁
）

　
王
漁
洋
は
神
韻
説
の
創
立
者
で
あ
る
が
、
そ
の
『
唐
賢
三
昧
集
』
で
は
極
力

王
維
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
一
系
統
の
詩
人
を
推
賞
し
て
い
る
。
陶
淵
明
、
王

維
、
孟
浩
然
、
章
応
物
、
及
び
謝
露
運
は
従
来
「
静
」
「
清
」
の
詩
人
、
つ
ま

り
自
然
詩
、
山
水
詩
、
隠
遁
詩
を
書
く
系
統
の
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
右
の
引
用
と
前
記
の
王
国
維
の
引
用
か
ら
も
分
か
る
だ
ろ
う
。

漱
石
は
直
接
王
維
、
孟
浩
然
、
陶
淵
明
な
ど
の
詩
人
の
詩
か
ら
「
清
」
の
影
響

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
蔵
書
に
は
、
王
士
禎
（
漁
洋
）
選
本
『
唐
賢
三

昧
集
』
（
光
緒
九
年
）
、
及
び
『
菱
注
唐
賢
詩
集
』
（
明
治
三
十
八
年
）
が
あ
る

ほ
か
に
、
近
藤
南
州
校
訂
『
王
孟
詩
集
』
一
明
治
三
十
五
年
一
、
近
藤
南
州
評
訂

の
『
章
柳
詩
集
』
（
明
治
三
十
八
年
）
、
同
『
牽
柳
詩
集
』
一
明
治
四
十
二
年
一
、

陶
樹
集
注
『
靖
節
（
陶
淵
明
－
引
用
者
注
）
先
生
集
』
（
光
緒
）
、
同
『
靖
節
先

生
年
譜
孜
異
』
（
光
緒
）
な
ど
が
あ
る
。
（
「
漱
石
山
房
蔵
書
目
録
」
中
「
漢
詩

漢
文
其
他
」
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
一
年
一
月
二

十
二
日
）
こ
れ
ら
の
本
は
漱
石
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
詩
論
の
本
の
相
当
大
き
い

部
分
を
占
め
て
い
る
。
特
に
『
唐
賢
三
昧
集
』
は
王
士
禎
の
詩
論
を
実
際
の
作

晶
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
前
出
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
－
明
・
清

の
詩
論
と
そ
の
摂
取
１
』
一
〇
三
八
頁
）
。
そ
の
「
三
昧
集
序
」
で
は
、
宋
の

厳
羽
の
「
妙
悟
説
」
を
取
り
入
れ
て
、
詩
に
お
け
る
禅
の
境
界
を
説
い
て
い
る
。

漱
石
の
漢
詩
に
は
禅
味
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
こ
こ
の
「
三

昧
集
序
」
と
合
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
上
記
の
文
学
流
派
、
及
び
そ
の
詩

論
、
詩
句
に
対
す
る
漱
石
の
興
味
は
相
当
高
い
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
漱
石
が

「
拮
詩
有
句
独
求
清
」
と
書
い
て
い
る
の
も
こ
の
類
い
の
詩
論
、
詩
句
か
ら
の

影
響
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
拠
が
あ
る
。
前
記
の
『
草
枕
』
の
漢
詩
の

引
用
に
お
い
て
、
「
独
坐
幽
篁
裏
、
弾
琴
復
長
廟
、
深
林
人
不
知
、
明
月
来
相

照
」
と
い
う
王
維
の
詩
句
が
あ
っ
た
が
、
実
は
漱
石
は
か
っ
て
こ
の
詩
句
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

識
し
て
「
独
坐
空
斎
裏
、
丹
青
引
興
長
」
（
酬
横
山
養
伯
恵
葺
、
明
治
四
十
五

年
七
月
）
と
い
う
句
を
書
い
て
い
る
。
吉
川
幸
次
郎
氏
が
そ
の
句
に
つ
い
て

「
王
維
の
五
絶
『
竹
里
館
』
の
、
『
独
り
坐
す
幽
篁
の
裏
』
に
ま
ね
た
。
」
（
『
漱

石
詩
注
』
九
五
頁
）
と
指
商
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
漱
石
自
身
も
同
じ
よ

う
な
趣
の
詩
句
を
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
無
題
（
明
治
四
十
五
年
六
月
）

　
　
高
梧
能
宿
露
　
疎
竹
不
蔵
秋

　
　
静
坐
団
蒲
上
　
蓼
蓼
似
在
舟

　
　
　
　
春
日
偶
成
（
其
三
）
（
明
治
四
十
五
年
五
月
二
十
四
日
）

　
　
細
雨
看
花
後
　
光
風
静
坐
中
（
後
略
）

　
　
　
　
題
自
画
（
大
正
五
年
春
）

　
　
幽
居
人
不
到
　
独
坐
覚
衣
寛

　
　
偶
解
春
風
意
　
来
吹
竹
与
蘭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
出
『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
）

　
こ
こ
の
「
静
坐
」
「
幽
居
」
「
独
坐
」
な
ど
は
上
記
の
王
詩
に
あ
る
「
独
坐
」

に
対
応
し
、
「
人
至
ら
ず
」
は
「
人
知
ら
ず
」
に
対
応
し
、
ま
た
「
疎
竹
」
、

「
高
梧
」
は
「
深
林
」
「
幽
篁
」
に
対
応
し
て
い
る
。
漱
石
と
王
維
、
陶
淵
明
の

問
に
は
、
隠
居
、
幽
居
へ
の
憧
れ
が
共
通
に
存
在
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　
陶
淵
明
は
「
古
今
隠
逸
詩
人
之
宗
也
」
（
〔
清
〕
何
文
換
編
『
歴
代
詩
話
』
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

収
　
鐘
喋
『
詩
品
巻
中
』
中
華
書
局
　
一
九
八
一
年
四
月
　
二
二
頁
）
と
い
う

評
価
を
さ
れ
て
お
り
、
王
維
も
唐
の
時
代
の
山
水
詩
人
の
代
表
者
で
あ
る
。

「
王
維
在
詩
中
常
以
陶
淵
明
自
況
。
（
中
略
）
王
維
是
陶
淵
明
之
后
成
功
的
田
園

山
水
詩
人
。
他
個
都
熱
愛
白
然
、
都
具
有
平
和
括
静
的
心
情
。
」
（
王
維
は
よ
く

詩
の
中
で
陶
淵
明
に
よ
っ
て
自
分
を
た
と
え
て
い
た
。
（
中
略
）
王
維
は
陶
淵

明
以
来
成
功
し
た
田
園
山
水
詩
人
で
あ
る
。
彼
ら
二
人
は
と
も
に
自
然
を
熱
愛

し
、
平
和
で
静
か
な
心
情
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
）
（
山
東
大
学
文
史
哲
研

究
所
主
編
「
中
国
歴
代
著
名
文
学
家
評
伝
」
第
二
巻
　
山
東
教
育
出
版
社
　
一

九
八
三
年
六
月
　
一
八
三
頁
－
引
用
者
訳
）
。
こ
の
こ
と
と
対
応
し
て
、
漱
石

も
当
時
の
自
然
主
義
に
よ
っ
て
「
別
個
の
一
境
に
悠
悠
自
適
せ
ん
と
す
る
」

「
俳
譜
派
」
と
称
さ
れ
、
ま
た
「
清
ら
か
な
る
も
の
、
美
し
き
も
の
に
多
く
興

味
を
感
ず
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年

三
月
号
・
「
小
説
界
」
）
。
陶
淵
明
、
王
維
と
漱
石
に
於
け
る
共
通
の
特
質
は
、

老
荘
思
想
、
及
び
文
学
批
評
史
に
於
け
る
「
静
」
「
清
」
な
る
考
え
方
か
ら
影

響
さ
れ
て
、
そ
れ
を
敷
術
し
、
自
己
の
文
学
理
念
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。
漱
石
が
『
草
枕
」
で
陶
淵
明
、
王
維
と
そ
の
詩
句
を
何
回
も
取
り
上
げ

て
い
る
の
は
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
三
人
と
も
上
述
の
「
静
」
「
清
」

の
文
学
観
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
と
思
う
。
漱
石
は
か
つ
て
「
（
余
は
漢
詩

の
内
容
を
三
分
し
て
、
い
た
く
其
一
分
を
愛
す
る
と
共
に
、
大
い
に
他
の
一
分

を
け
な
し
て
ゐ
る
。
残
る
三
分
の
一
に
対
し
て
は
、
好
む
べ
き
か
悪
む
べ
き
か



何
れ
と
も
意
見
を
有
し
て
ゐ
な
い
。
一
」
（
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
二
十
四
）
と
言

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
し
上
記
の
分
析
か
ら
見
て
き
た
漱
石
の
文
学
的

理
念
に
限
っ
て
言
え
ば
、
「
い
た
く
其
一
分
を
愛
す
る
」
の
は
恐
ら
く
上
述
の
、

「
静
」
な
る
境
界
を
表
現
す
る
漢
詩
、
及
び
文
学
作
品
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
る
。

三
　
「
静
」

「
動
」
と
朱
子
学

　
老
子
に
お
け
る
「
静
」
の
概
念
は
、
絶
対
境
地
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
魏
、

晋
玄
学
、
及
び
文
学
批
評
史
に
及
ん
で
、
そ
れ
は
自
然
へ
の
追
求
、
俗
的
世
界

へ
の
乖
離
へ
と
傾
い
た
の
で
あ
る
。
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
の
考
え
方
は
お
お

ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
こ
の
種
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
現
に
漱
石
自
身

も
『
草
枕
』
の
中
で
明
ら
か
に
老
子
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
を
語
っ
て
い
る
。

っ
ま
り
「
動
け
ば
あ
ら
は
れ
る
。
あ
ら
は
る
れ
ば
一
か
二
か
三
か
必
ず
始
末
が

っ
く
。
一
も
二
も
三
も
必
ず
特
殊
の
能
力
に
は
相
違
な
か
ら
う
が
、
既
に
一
と

な
り
、
二
と
な
り
、
三
と
な
つ
た
暁
に
は
、
推
泥
帯
水
の
魎
を
遺
憾
な
く
示
し

て
、
本
来
円
満
の
相
に
戻
る
訳
に
は
行
か
ぬ
。
此
故
に
動
と
名
の
つ
く
も
の
は

必
ず
卑
し
い
。
」
（
三
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
老
子
』
に

あ
る
「
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生

ず
。
」
（
四
十
二
章
）
と
い
う
の
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
ち
な
み
に

漱
石
は
「
老
子
の
哲
学
」
「
第
四
篇
老
子
の
道
」
で
こ
の
文
章
を
引
用
し
た

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

こ
と
が
あ
る
）
。
漱
石
は
こ
の
種
の
「
動
」
を
排
斥
し
、
絶
対
的
な
「
静
」
を

好
み
、
そ
れ
を
自
分
の
文
学
的
理
念
と
し
て
、
詩
、
及
び
俳
句
の
中
で
愛
用
し

て
い
る
こ
と
は
、
上
の
分
析
を
通
し
て
も
分
か
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
し
か
し
漱
石
は
「
静
」
「
動
」
の
概
念
を
老
子
思
想
ば
か
り
で
な
く
て
、
朱

子
学
か
ら
も
吸
収
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て
の
認

識
は
老
荘
思
想
だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
。
朱
子
学
派
の
人
々
も
し
ば
し
ば

「
静
」
「
動
」
の
概
念
を
使
用
し
、
そ
れ
を
そ
の
学
問
の
き
わ
め
て
重
要
な
内
容

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子
学
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
の
対
概
念
に
つ

い
て
、
島
田
慶
次
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
（
前
略
）
が
ん
ら
い
「
動
・
静
」
と
い
う
の
は
、
「
本
・
末
」
や
「
内
・

　
　
外
」
と
同
じ
く
中
国
哲
学
に
独
特
の
範
曉
で
、
そ
の
原
型
と
し
て
注
目
す

　
　
べ
き
も
の
は
『
礼
記
』
楽
記
篇
の
っ
ぎ
の
文
章
で
あ
る
。

　
　
　
　
人
生
マ
レ
テ
静
ナ
ル
ハ
、
天
ノ
性
ナ
リ
。
物
二
感
ジ
テ
動
ク
ハ
、
性

　
　
　
ノ
欲
ナ
リ
。

　
　
（
中
略
）
と
に
か
く
儒
教
の
経
典
た
る
『
礼
記
』
の
、
人
間
は
「
静
」
で

　
　
あ
る
こ
と
を
本
質
態
と
す
る
存
在
で
あ
り
、
物
に
感
じ
て
、
っ
ま
り
外
か

　
　
ら
物
に
働
き
か
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
「
動
」
く
と
い
う
こ
の
説
は
、
す
で

　
　
に
宋
学
の
先
駆
と
い
わ
れ
る
唐
の
李
靭
の
『
復
性
書
』
の
中
心
テ
ー
マ
で

　
　
あ
っ
た
が
、
い
ま
濠
渓
に
お
い
て
そ
れ
は
「
無
欲
ナ
ル
ガ
故
二
静
」
（
『
太

　
　
極
図
説
』
へ
の
周
濠
渓
の
自
注
）
と
い
う
決
定
的
な
表
現
を
も
っ
て
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

　
　
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
後
、
宋
学
の
主
流
が
「
静
」
で
あ
っ
た
こ
と
、

　
　
そ
の
流
れ
の
う
ち
か
ら
「
敬
」
が
う
ま
れ
「
未
発
の
中
」
が
う
ま
れ
て
く
、

　
　
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
又
そ
の
静
は
け
っ
し
て
動
を
排
除
し
た
静
で
な
く
、

　
　
動
を
内
に
最
大
限
に
含
み
つ
つ
の
静
（
い
わ
ゆ
る
「
至
静
」
）
と
し
て
、

　
　
や
が
て
朱
子
に
み
ら
れ
る
ご
と
き
美
し
い
論
理
の
あ
や
が
織
ら
れ
る
こ
と

　
　
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
（
後

　
　
略
）
（
島
田
度
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
岩
波
新
書
　
一
九
七
二
年
二
月

　
　
二
十
一
日
七
刷
　
三
六
－
三
七
頁
）

　
要
す
る
に
「
静
」
「
動
」
は
『
礼
記
』
の
章
句
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
静
」
は
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
性
」
を
意
味
し
、
そ
の
「
性
」
が
欲
望
に

よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
が
「
動
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
老
子
思
想

と
し
て
の
「
静
」
と
比
べ
て
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
静
」
は
「
動
」
を
包
容
す

る
も
の
で
、
両
者
が
対
概
念
を
な
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
内
容
も
主
に
心
の
状
態
を
中
心
に
、
人
問
の
修
養
論
を
巡
っ
て
展
開

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
漱
石
は
い
つ
、
ど
こ
か
ら
吸
収
し
た
の
か
。

こ
こ
で
二
つ
の
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
は
、
ま
だ
青
少
年
時
代

に
『
論
語
』
、
ま
た
は
朱
暮
の
『
論
語
集
注
』
か
ら
吸
収
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
論
語
』
、
特
に
朱
子
の
『
四
書
集
注
』
が
江
戸
時
代
、
及
び
明
治
時
代
の
始
め

ご
ろ
、
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

小
宮
豊
隆
に
よ
る
と
、
「
漱
石
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
二
松
学
舎
の
免
状
は

二
枚
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
七
月
の
日
附
で
「
第

三
級
第
一
課
卒
業
」
と
あ
り
、
他
の
一
つ
に
は
明
治
十
四
年
十
一
月
の
日
附
で

「
第
二
級
第
三
課
卒
業
」
と
あ
る
。
」
（
『
夏
目
漱
石
」
上
　
岩
波
文
庫
　
一
九
八

七
年
四
月
三
日
　
九
三
頁
）
。
ま
た
当
時
の
二
松
学
舎
の
課
程
内
容
を
見
る
と
、

「
三
級
第
一
課
唐
詩
選
、
皇
朝
史
略
、
古
文
真
宝
、
復
文
。
二
級
第
三
課

孟
子
、
史
記
、
文
章
規
範
、
三
体
詩
、
論
語
。
」
（
佐
古
純
一
郎
『
漱
石
論
究
』

朝
文
社
一
九
九
〇
年
五
月
二
五
日
三
四
九
－
三
五
〇
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
漱
石
は
少
年
時
代
に
既
に
「
論
語
』
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
「
漱

石
山
房
蔵
書
目
録
」
（
前
出
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
）
の
中
に
は
「
論
語
集

注
　
朱
息
集
注
　
一
冊
十
巻
」
と
い
う
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
漱
石

が
こ
の
本
を
読
ん
だ
可
能
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
「
論
語
』
薙
也
篇
に
は

「
知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。
知
者
動
、
仁
者
静
。
知
者
楽
、
仁
者
寿
。
」
（
吉
川

幸
次
郎
『
論
語
』
上
　
薙
也
篇
　
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
四
四
年
九
月
一
日
　
一

七
四
頁
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
し
て
『
論
語
集
注
』
で
は
上
記
の
『
論
語
』

の
章
句
に
対
し
て
朱
子
は
以
下
の
よ
う
に
注
を
付
し
て
い
る
。

　
　
　
知
者
は
事
理
に
達
し
、
周
流
し
て
、
滞
る
こ
と
が
な
い
。
水
に
似
た
と

　
　
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
か
ら
水
を
楽
し
む
。
仁
者
は
義
理
に
安
ん
じ
て
厚
重
で

　
　
遷
ら
な
い
。
山
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
か
ら
山
を
楽
し
む
の
で
あ
る
。

　
　
動
静
は
体
を
以
て
い
ひ
、
楽
寿
は
効
を
以
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。
動
い
て



　
　
括
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
楽
し
む
。
静
で
常
が
あ
る
、
だ
か
ら
寿
い
の
で
あ

　
　
る
。
（
『
四
書
集
注
』
朱
子
学
大
系
　
第
七
巻
　
明
徳
出
版
社
　
昭
和
四
十

　
　
九
年
四
月
三
十
日
　
一
一
五
頁
一

　
こ
の
朱
古
意
の
注
と
『
行
人
』
の
一
郎
の
次
の
よ
う
な
言
葉
と
は
関
係
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
翌
日
も
我
々
は
同
じ
所
に
泊
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
朝
起
き
抜
け
に
浜
辺
を

　
　
歩
い
た
時
、
兄
さ
ん
は
眠
つ
て
ゐ
る
様
な
深
い
海
を
眺
め
て
、
「
海
も
斯

　
　
う
静
か
だ
と
好
い
ね
」
と
喜
び
ま
し
た
。
近
頃
の
兄
さ
ん
は
何
で
も
動
か

　
　
な
い
も
の
が
懐
か
し
い
の
だ
さ
う
で
す
。
そ
の
意
味
で
水
よ
り
も
山
が
気

　
　
に
入
る
の
で
し
た
。
（
『
行
人
』
塵
労
　
三
十
三
『
漱
石
全
集
』
第
五
巻

　
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
二
月
二
十
二
日
）

　
「
静
」
「
動
」
を
踏
ま
え
て
こ
の
一
郎
の
言
葉
の
内
容
を
考
え
る
と
、
一
郎
は

蕩
揺
す
る
海
よ
り
も
「
静
」
か
な
海
を
好
み
、
海
よ
り
も
泰
然
と
し
て
「
動
」

か
な
い
山
を
好
む
、
す
な
わ
ち
「
知
者
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
「
仁
者
」
た
ら

ん
と
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
「
何
で
も
動
か
な
い
も
の
が
懐
か
し
い
」
と

す
る
一
郎
は
「
水
よ
り
も
山
が
気
に
入
る
」
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は
上
記

の
『
論
語
集
注
』
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
「
動
か
な
い
も
の
が
懐
か
し
い
」
と
か
「
静
か
」
な
も
の
は
具
体

的
に
何
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
漱
石
は
続
け
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ

れ
は
「
（
前
略
）
普
通
の
人
間
が
自
然
を
楽
し
む
時
の
心
持
と
は
少
し
違
ふ
や

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

う
で
す
。
」
た
と
え
ば
「
（
前
略
）
電
車
の
中
や
な
に
か
で
、
不
図
眼
を
上
げ
て

向
ふ
側
を
見
る
と
、
如
何
に
も
苦
の
な
さ
さ
う
な
顔
に
出
つ
食
は
す
事
が
あ
る
。

（
中
略
）
其
顔
－
何
も
考
へ
て
ゐ
な
い
、
全
く
落
着
沸
つ
た
其
顔
が
、
大
変
気

高
く
見
え
る
。
（
中
略
）
其
顔
の
前
に
脆
づ
い
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
く
な
る
」

（
同
）
と
漱
石
は
一
郎
に
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
セ
リ
フ
に
よ
っ
て
推
測
す
る

と
、
前
引
の
「
動
か
な
い
も
の
」
と
か
、
「
水
よ
り
も
山
が
気
に
入
る
」
と
か
、

「
静
」
か
な
海
と
か
い
う
の
は
つ
ま
り
心
が
動
か
な
い
状
態
、
考
え
て
い
な
い
、

落
ち
着
い
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
言
っ
て
い

る
「
如
何
に
も
苦
の
な
さ
さ
う
な
顔
」
と
い
う
の
は
、
前
引
の
「
無
欲
ナ
ル
ガ

故
二
静
」
の
表
現
と
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
漱
石
は
「
普
通
の
人
問
が
自
然
を
楽
し
む
時
の
心
持
と
は
少
し
違
う
や

う
で
す
。
」
と
説
明
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
漱
石
は
こ
の
種
の
心
の
状
態

を
好
む
に
相
違
な
い
。

　
夏
目
漱
石
は
『
行
人
』
の
「
塵
労
」
で
時
々
こ
の
種
の
「
動
か
な
い
も
の
」
、

落
ち
着
い
て
い
る
顔
、
つ
ま
り
「
静
」
な
る
も
の
を
使
っ
て
登
場
人
物
を
描
写

し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
記
の
例
の
ほ
か
に
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
絶
対

即
相
対
」
に
つ
い
て
、
「
兄
さ
ん
は
純
粋
に
心
の
落
ち
付
き
を
得
た
人
は
、
求

め
な
い
で
も
自
然
に
此
境
地
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
云
ひ
ま
す
。
」
（
四
十
四
）
と

あ
る
。
ま
た
「
車
夫
で
も
、
立
ん
坊
で
も
、
泥
棒
で
も
、
僕
が
難
有
い
と
思
ふ

刹
那
の
顔
、
即
ち
神
ぢ
や
な
い
か
」
（
三
十
四
）
、
及
び
「
私
は
兄
さ
ん
の
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

聞
い
て
、
始
め
て
何
も
考
へ
て
ゐ
な
い
人
の
顔
が
一
番
気
高
い
と
云
つ
た
兄
さ

ん
の
心
を
理
解
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
」
（
三
十
九
）
と
も
書
い
て
あ
る
。
そ

し
て
、
最
後
の
小
説
『
明
暗
』
で
も
同
じ
よ
う
な
「
静
」
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
清
子
の
目
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。

　
　
　
其
顔
を
睨
と
見
守
つ
た
清
子
の
眼
に
、
判
然
し
た
答
を
津
田
か
ら
待
ち

　
　
受
け
る
や
う
な
予
期
の
光
が
射
し
た
。
彼
は
其
光
に
対
す
る
特
殊
な
記
憶

　
　
を
呼
び
起
し
た
。

　
　
　
「
あ
・
此
眼
だ
つ
け
」

　
　
　
（
中
略
）
彼
女
の
眼
は
動
い
て
も
静
で
あ
つ
た
。
何
か
訊
か
う
と
す
る

　
　
う
ち
に
、
信
と
平
和
の
輝
き
が
あ
っ
た
。
彼
は
其
輝
き
を
一
人
で
専
有
す

　
　
る
特
権
を
有
っ
て
生
れ
て
来
た
や
う
な
気
が
し
た
。
自
分
が
あ
れ
ば
こ
そ

　
　
此
眼
も
存
在
す
る
の
だ
と
さ
へ
思
つ
た
。
（
百
八
十
八
『
漱
石
全
集
』
第

　
　
七
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
六
十
年
四
月
二
二
日
）

　
「
動
い
て
も
静
で
あ
つ
た
。
」
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
漱

石
の
よ
く
使
わ
れ
る
「
静
」
「
動
」
の
概
念
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
信
と
平
和
の

輝
き
」
を
伴
う
「
眼
」
と
い
う
の
を
見
る
と
、
容
易
に
『
行
人
』
に
お
け
る

「
苦
の
な
さ
さ
う
な
顔
」
と
か
、
「
何
も
考
へ
て
い
な
い
、
全
く
落
付
沸
つ
た
其

顔
」
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
漱
石
が
「
塵
労
」
に
お
け
る
一
郎
に
こ
う
い
う
セ
リ
フ
を
言
わ
せ
た
の

か
、
そ
の
理
由
は
『
行
人
』
の
執
筆
中
断
と
な
ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
『
行
人
』
執
筆
中
断
に
っ
い
て
の
指
摘
の
一
例
と

し
て
、
秋
山
公
男
氏
の
論
説
が
あ
る
。
氏
は
こ
の
時
期
の
漱
石
に
お
け
る
禅
へ

の
追
求
を
実
証
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
執
筆
中
断
期
の
漱
石
は
、
病
後
四
箇
月
の
休
養
と
自
己
省
察
の
機
を
得

　
　
て
、
絵
画
に
没
入
し
、
禅
的
な
悟
道
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
行
っ
た
。
「
塵

　
　
労
」
で
再
登
場
し
た
一
郎
が
、
「
帰
つ
て
か
ら
」
ま
で
の
妻
直
へ
の
猜
疑

　
　
を
中
心
と
し
た
日
常
的
な
苦
悩
を
超
え
て
、
形
而
上
的
な
「
絶
対
即
相

　
　
対
」
の
境
界
を
希
求
す
る
人
物
像
に
変
貌
し
て
い
る
所
以
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
　
（
「
『
行
人
』
の
主
題
と
構
造
」
『
漱
石
作
品
論
集
成
〔
第
九
巻
〕
行
人
－
桜

　
　
楓
社
　
一
九
九
一
年
二
月
十
日
　
二
三
〇
頁
）

　
こ
こ
の
「
絶
対
即
相
対
」
と
は
、
漱
石
の
言
葉
を
借
用
す
る
と
、
即
ち
前
引

の
「
純
粋
に
心
の
落
ち
付
き
を
得
た
」
人
の
入
る
境
界
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
そ
う
す
る
と
、
一
郎
の
変
貌
は
「
静
」
な
る
も
の
を
求
め
る
方
向
に
傾
斜

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
『
行
人
』
で
は
「
塵
労
」
に
お
け
る
一
郎
と
そ
の
前
の
一
郎
と
比
べ

て
、
明
ら
か
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
変
化
は
秋
山
公
男
氏
の
指
摘
し
た
通

り
、
「
日
常
的
苦
悩
」
か
ら
「
『
絶
対
即
相
対
』
の
境
界
を
希
求
す
る
」
へ
と
い

う
転
換
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
変
貌
す
る
前
の
一
郎
は
そ
の
妻
及
び
周
囲
の
人

に
対
し
て
の
猜
疑
に
よ
り
、
「
（
前
略
）
風
船
球
の
様
に
軽
く
緊
張
し
て
ゐ
る
。

も
う
少
し
待
っ
て
ゐ
れ
ば
自
分
の
力
で
破
裂
す
る
か
、
又
は
自
分
の
力
で
何
処



か
へ
飛
ん
で
行
く
に
相
違
な
い
。
」
（
「
兄
」
四
十
三
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
変
貌

す
る
後
の
一
郎
は
旅
行
に
連
れ
ら
れ
て
か
ら
、
「
（
前
略
）
些
細
な
事
に
気
を
取

ら
れ
て
、
殆
ん
ど
我
を
忘
れ
る
」
（
「
塵
労
」
四
十
七
）
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い

換
え
れ
ば
、
神
経
衰
弱
の
一
郎
か
ら
心
の
余
裕
を
持
て
る
一
郎
へ
と
い
う
よ
う

な
転
換
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
」
う
い
う
転
換
を
へ
て
、
一
郎
は
は
じ
め

て
上
記
の
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て
の
言
葉
を
口
に
し
た
の
で
あ
る
。
旅
行
に

出
掛
け
な
け
れ
ば
、
一
郎
に
お
け
る
る
神
経
衰
弱
は
直
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
同

時
に
、
一
郎
に
こ
の
よ
う
な
転
換
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
小
説
も
終
結
に
っ
か
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
。

　
漱
石
が
『
行
人
』
で
追
求
す
る
こ
の
種
の
「
静
」
は
、
『
草
枕
』
時
期
で
追

求
し
た
「
静
」
と
は
異
質
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
『
草
枕
』
に
よ
っ
て
代
表

さ
れ
る
初
期
の
小
説
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
「
超
然
と
出
世
問
的
に
利
害
損
得

の
汗
を
流
し
去
つ
た
心
持
ち
に
な
れ
る
」
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の

時
期
の
小
説
の
登
場
人
物
に
は
し
ば
し
ば
隠
遁
思
想
に
近
い
「
静
」
な
る
考
え

方
ー
お
お
ざ
っ
ぱ
に
分
け
る
と
、
老
荘
思
想
的
な
も
の
を
伴
う
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
『
行
人
』
は
主
に
明
治
と
い
う
新
し
い
価
値
観
が
確
立
さ
れ
つ

つ
あ
る
時
代
の
知
識
人
を
描
写
し
、
そ
の
知
識
人
の
思
索
の
戸
惑
い
、
及
び
そ

の
戸
惑
い
に
よ
っ
て
来
し
た
焦
躁
感
を
克
明
に
す
る
小
説
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
の
問
題
は
隠
遁
で
は
な
く
、
現
実
生
活
の
あ
る
べ
き
様
式
が
問
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
儒
学
、
特
に
朱
子
学
の
考
え
方
が
必
要
に
な
る
わ

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

け
で
あ
る
。
一
郎
は
こ
こ
で
隠
遁
的
な
「
静
」
で
な
く
て
、
「
心
」
の
落
ち
着

き
を
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る
朱
子
学
的
「
静
」
を
口
に
し
た
理
由
は
そ
れ
に
あ
る

と
田
甘
う
。

　
さ
ら
に
漱
石
の
作
品
を
初
期
か
ら
晩
年
に
わ
た
っ
て
み
て
み
る
と
、
こ
の
概

念
の
性
質
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
静
」
「
動
」

の
考
え
方
が
違
う
内
容
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
漱
石
は
作

品
の
中
で
、
よ
く
登
場
人
物
に
「
静
」
、
ま
た
は
「
清
」
の
名
前
を
付
け
て
い

る
。
第
一
章
で
す
で
に
触
れ
た
『
こ
こ
ろ
』
の
奥
さ
ん
の
「
静
」
、
『
明
暗
』
の

「
清
子
」
の
ほ
か
に
、
ま
た
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
お
け
る
「
清
」
、
『
門
』
に
お

け
る
女
中
の
「
お
清
」
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
『
草
枕
』
に
っ
い
て
、
漱

石
自
身
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
「
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
が
少
し
も
動

か
ぬ
」
（
「
余
が
『
草
枕
』
」
）
の
で
あ
る
。
ま
た
『
行
人
』
の
「
竣
」
も
「
（
略
）

誰
か
来
て
動
か
し
て
呉
れ
な
い
以
上
、
と
て
も
動
け
や
し
ま
せ
ん
。
」
（
「
塵
労
」

四
）
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
に
は
と
も
に
「
静
」
、

「
清
」
の
名
前
、
ま
た
は
「
静
」
の
性
質
が
伴
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の

内
容
は
必
ず
し
も
同
じ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
初
期
の
作
品
、
特
に

『
草
枕
』
、
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
お
け
る
「
静
」
は
漱
石
自
身
の
主
張
を
表
す
も

の
で
、
彼
が
理
想
的
と
す
る
人
間
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
非
人
情
」
の
世
界
を
指
し
て
い
る
。
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
は
「
清
」
の
名
前
が

彼
女
の
純
粋
な
気
質
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
草
枕
』
で
は
、
「
静
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

「
動
」
が
人
間
性
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
で
那
美
を
形
容
し
て
、
「
口

は
一
文
字
を
結
ん
で
静
で
あ
る
。
眼
は
五
分
の
す
き
さ
へ
見
出
す
べ
く
動
い
て

居
る
。
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
う
い
う
「
静
」
、
「
動
」
が
共
に
備
え
て
い
る
人

物
に
つ
い
て
、
漱
石
は
否
定
的
批
判
を
し
て
い
る
。
「
（
前
略
）
此
女
の
顔
に
統

一
の
感
じ
の
な
い
の
は
、
心
に
統
一
の
な
い
証
擦
で
、
心
に
統
一
が
な
い
の
は
、

此
女
の
世
界
に
統
一
が
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
。
」
こ
こ
で
漱
石
は
女
の
顔
か
ら

そ
の
心
、
乃
至
そ
の
世
界
の
状
態
、
つ
ま
り
統
一
か
否
か
を
推
測
す
る
に
止
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
期
の
こ
う
い
う
「
静
」
「
動
」
に
対
し
て
、
後
期
の

「
静
」
、
「
動
」
の
考
え
方
は
主
に
落
ち
着
い
て
い
る
心
情
、
ま
た
は
人
問
に
お

け
る
競
争
心
へ
の
反
発
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
引
の
『
明

暗
』
『
行
人
』
の
文
章
か
ら
も
分
か
る
と
思
う
。
こ
う
い
う
意
味
で
漱
石
は
初

期
の
作
品
で
主
に
老
荘
思
想
か
ら
こ
の
概
念
を
敷
延
し
、
自
己
流
の
考
え
方
に

し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
後
期
作
品
で
は
、
漱
石
は
主
に
朱
子
学
に
お
け
る

こ
の
概
念
の
発
想
を
生
か
し
て
、
自
分
の
主
張
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
漱
石
は
上
記
の
『
論
語
』
の
ほ
か
に
、
禅
の
書
籍
か
ら
も
こ
の

「
静
」
の
概
念
に
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
江

戸
時
代
後
期
、
及
び
明
治
初
期
の
禅
学
が
朱
子
学
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
例

が
屡
々
あ
り
、
漱
石
は
こ
れ
ら
の
書
籍
を
通
し
て
、
朱
子
学
の
考
え
方
に
も
接

触
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
漱
石
の
禅
に
対
し
て
の
親
し
み
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
明
治
二
十
七
年
に

漱
石
は
菅
虎
雄
の
紹
介
で
鎌
倉
の
円
覚
寺
で
参
禅
し
た
。
小
宮
豊
隆
に
よ
る
と
、

　
　
　
菅
虎
雄
は
一
木
喜
徳
郎
・
内
田
康
哉
・
早
川
千
吉
郎
・
林
権
助
・
鈴
木

　
　
馬
左
也
・
北
条
時
敬
な
ど
と
一
緒
に
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
か

　
　
ら
、
今
北
洪
川
の
会
下
に
参
禅
し
て
い
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
宗
演
は
洪

　
　
川
門
下
の
旗
麟
児
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
言
わ
ば
菅
虎
雄
の
相

　
　
弟
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
漱
石
の
親
友
米
山
保
三
郎
が
ま
た
、
明
治
二
十

　
　
二
年
（
一
八
八
九
）
の
頃
か
ら
参
禅
し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
『
木
盾

　
　
録
』
の
中
に
も
出
て
い
る
。
こ
れ
も
洪
川
和
尚
の
弟
子
で
あ
る
。
松
本
亦

　
　
太
郎
は
高
等
学
校
時
代
、
米
山
保
三
郎
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
洪
川
の
『
禅

　
　
海
一
澗
』
を
読
ん
だ
と
言
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
漱
石
も
ま
た
米
山
か
ら
勧

　
　
め
ら
れ
て
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
ろ
う
と
思
う
。
（
前
出
『
夏
目
漱
石
』

　
　
上
　
二
八
四
頁
）

　
こ
こ
の
『
禅
海
一
澗
』
は
漢
文
で
書
か
れ
た
本
で
、
初
版
は
明
治
九
年
で
あ

る
。
大
田
悌
蔵
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、

　
　
　
今
北
洪
川
師
は
、
法
講
は
宗
温
、
別
に
虚
舟
と
号
し
、
蒼
龍
窟
と
称
し

た
。
（
中
略
）
安
政
六
年
、
周
防
岩
国
の
藩
主
吉
川
監
物
の
請
に
応
じ
て

永
輿
寺
に
入
つ
た
。
本
書
『
禅
海
一
欄
』
は
文
久
三
年
、
吉
川
侯
の
為
に

説
い
て
上
つ
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
明
治
八
年
、
鎌
倉
円
覚
寺
に
管

長
と
な
り
、
臨
済
宗
大
教
讐
長
を
兼
ね
、
明
治
二
十
五
年
一
月
十
六
日
を



　
　
以
て
示
寂
し
た
。
世
寿
七
十
七
。
法
嗣
に
は
洪
嶽
宗
演
・
函
応
宗
海
・
奥

　
　
宮
憧
齋
等
を
出
し
た
。
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
本
書
は
、
洪
川
が
、
府
君
吉
川
侯
の
為
に
撰
し
て
上
つ
た
も
の
。
府
君

　
　
が
、
儒
に
入
っ
て
仏
に
入
ら
ざ
る
が
故
に
、
勤
め
て
儘
言
を
以
て
仏
を
説

　
　
い
た
の
で
あ
る
が
、
亦
、
師
が
抱
懐
す
る
神
儒
仏
一
致
調
和
の
説
を
成
し

　
　
て
世
の
識
者
儒
士
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
今
北
洪
川
著
太
田
悌
蔵

　
　
訳
注
『
禅
海
一
澗
』
岩
波
文
庫
　
昭
和
十
五
年
七
月
十
五
日
七
刷
三
－

　
　
四
頁
）

　
こ
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
漱
石
の
鎌
倉
円
覚
寺
に
参
禅
に
行
っ
た
の

は
今
北
洪
川
が
没
後
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
勤
め
て
儘
言
を
以
て
仏
を

説
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
に
あ
る
仏
儒
調
和
の
傾
向
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
本
の
中
に
、
「
静
」
に
っ
い
て
の
論
述
が
何
カ
所
も
あ
る
が
、
漱
石
が

こ
の
本
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
『
門
』
の
中
で
漱
石
は
円
覚
寺
で
の
参
禅
の
こ
と
に
つ
い
て
も
書
い
て

い
る
し
、
今
北
洪
川
の
名
前
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
漱
石
は
そ
の

周
囲
の
影
響
を
受
け
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
別
に
、
彼

は
少
な
く
と
も
「
静
」
「
動
」
の
考
え
方
を
沢
庵
和
尚
の
書
物
か
ら
読
ん
だ
ら

し
い
。
「
漱
石
山
房
蔵
書
目
録
」
（
前
出
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
）
の
中
の

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

「
語
録
道
話
其
他
」
に
、
「
『
沢
巷
和
尚
全
集
』
阿
心
巷
雪
人
編
、
明
治
三
十
一

年
、
上
田
屋
」
と
あ
る
が
、
そ
の
巻
所
収
の
「
沢
庵
法
語
」
に
は
次
の
よ
う
な

記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
性
よ
り
起
り
心
に
二
つ
の
差
別
あ
る
事
、
水
動
い
て
浪
と
な
る
が
ご
と

　
　
く
性
動
い
て
心
と
な
る
は
、
心
が
二
つ
に
な
る
な
り
、
性
よ
り
生
ず
る
心

　
　
が
性
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
聖
人
の
心
な
り
、
し
か
る
を
性
に
そ
む
い
て
血

　
　
気
に
従
へ
ば
此
心
悪
人
の
心
と
な
る
也
、
（
略
一
心
は
性
の
子
な
り
、
性

　
　
は
す
ぐ
な
る
も
の
也
（
阿
心
蕎
雪
人
編
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
上
田
屋
書
店

　
　
明
治
三
十
一
年
六
月
十
日
再
版
一
一
頁
）

　
「
性
」
（
「
静
」
）
が
「
動
」
い
て
心
が
生
じ
る
が
、
そ
の
心
に
は
「
性
」
の
性

質
を
受
け
継
ぐ
心
と
「
性
」
に
背
く
心
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
実

は
『
朱
子
語
類
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
心
を
水
に
た
と
え
る
と
、
性
は
水
の
理
で
あ
る
。
性
は
、
水
が
静
か
な

　
　
時
に
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
情
は
、
水
が
動
く
時
に
行
わ
れ
る
も
の
で

　
　
あ
る
。
欲
に
な
る
と
、
水
が
流
れ
て
、
洪
水
に
な
っ
た
の
で
あ
る
心
（
『
朱

　
　
子
語
類
』
朱
子
学
大
系
　
第
六
巻
　
明
徳
出
版
社
　
昭
和
五
十
六
年
十
月

　
　
二
十
五
日
　
六
六
頁
）

　
朱
子
学
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
の
概
念
は
よ
く
人
間
の
性
質
に
対
し
て
の

認
識
と
し
て
使
わ
れ
る
。
こ
の
点
も
ま
た
老
子
思
想
の
そ
の
概
念
と
異
質
の
も

の
で
あ
る
。
漱
石
は
特
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て

ば
、
明
治
四
十
三
年
九
月
に
、
漱
石
は
こ
の
種
の
「
静
」
「
動
」
に
つ
い
て
記

し
て
い
る
。
そ
れ
は
修
善
寺
大
患
の
時
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
始
め
て
読
書
欲
の
萌
し
た
頃
、
東
京
の
玄
耳
君
か
ら
小
包
で
酔
古
堂
劔

　
　
掃
と
列
仙
伝
を
送
つ
て
呉
れ
た
。
（
略
）

　
　
　
然
し
挿
画
よ
り
も
本
文
よ
り
も
余
の
注
意
を
惹
い
た
の
は
巻
末
に
あ
る

　
　
付
録
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
病
中
の
余
に
は
そ
れ
が
面
白
か
つ
た
と
見
え

　
　
て
、
其
二
三
節
を
わ
ざ
く
日
記
の
中
に
書
き
抜
い
て
ゐ
る
。
日
記
を
検

　
　
べ
て
見
る
と
「
静
こ
れ
を
性
と
な
せ
ば
心
其
中
に
あ
り
、
動
こ
れ
を
心
と

　
　
な
せ
ば
性
其
中
に
あ
り
、
心
生
ず
れ
ば
性
滅
し
、
心
滅
す
れ
ば
性
生
ず
」

　
　
と
い
ふ
様
な
六
づ
か
し
い
漢
文
が
曲
が
り
く
ね
り
に
半
頁
ば
か
り
を
埋
め

　
　
て
ゐ
る
。
一
中
略
一
夫
程
衰
弱
の
劇
し
い
時
に
で
す
ら
、
わ
ざ
く
と
斯

　
　
ん
な
道
経
め
い
た
文
句
を
写
す
余
裕
が
心
に
あ
つ
た
の
は
、
今
か
ら
考
へ

　
　
て
も
真
に
愉
快
で
あ
る
。
」
（
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
六
　
前
出
『
漱
石
全

　
　
集
』
第
八
巻
）

　
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
一
日
の
日
記
に
「
○
（
大
通
経
よ
り
？
）
／
静
為

之
性
心
在
其
中
実
動
為
之
心
性
在
其
中
実
心
生
性
滅
心
滅
性
生
現
如
空
無
象
湛

然
円
満
」
（
前
出
『
漱
石
全
集
』
第
十
三
巻
）
と
あ
る
。

　
ち
な
み
に
『
漱
石
全
集
』
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」
の
注
解
に
よ
る
と
、
「
列
仙

伝
　
元
来
漢
の
劉
向
撰
と
伝
え
ら
れ
る
二
巻
が
あ
る
が
、
（
中
略
）
こ
こ
で
は

還
初
道
人
の
編
に
な
る
『
列
仙
伝
』
四
巻
を
さ
す
ら
し
い
。
」
（
前
出
第
八
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
還
初
道
人
と
は
明
代
の
道
士
で
あ
り
、
本
名
は
洪
応
明

と
言
う
。
彼
の
編
集
し
た
『
列
仙
伝
』
の
巻
末
に
あ
る
「
長
生
詮
」
と
は
も
と

も
と
同
じ
明
の
万
歴
に
あ
た
る
時
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
道
蔵
』
の
「
清
揺
壊
経

巻
第
三
」
（
「
長
生
詮
経
」
と
も
言
わ
れ
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
長
生
詮
」
の
中
に
「
大
通
経
」
が
あ
り
、
そ
の
冒
頭
の
章
句
が
漱
石
の
引
用

し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
道
教
の
教
典
で
あ
る
『
続
道
蔵
』
に
お
け
る
「
長
生

詮
経
」
で
あ
る
が
、
中
で
は
漱
石
が
特
に
興
味
を
感
じ
た
の
は
、
上
述
の
朱
子

学
に
於
け
る
「
静
」
「
動
」
の
概
念
を
表
現
し
て
い
る
文
句
だ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
明
治
時
代
の
も
う
一
人
の
巨
匠
、
島
崎
藤
村
に
は
次
の
詩
論
が
あ
る
。
即
ち

「
詩
歌
は
静
か
な
る
と
こ
ろ
に
て
想
ひ
起
し
た
る
感
動
な
り
と
か
や
。
」
（
『
日
本

近
代
文
学
大
系
第
十
五
巻
　
藤
村
詩
集
・
藤
村
詩
集
合
本
序
』
角
川
書
店

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
日
初
版
発
行
　
五
六
四
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
静
か
な
る
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
影
響
に
よ
る
も
の

と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
同
六
三
八
頁
）
。
島
崎
藤
村
に
お
け
る
「
静
」
に
っ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
し
た
い
が
、
し
か
し
「
静
」
の
趣
へ
の
傾
斜
は
夏

目
漱
石
と
島
崎
藤
村
に
お
い
て
共
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
明
治
文
壇
で
「
俳
諸
派
」
と
さ
れ
た
漱
石
と
、
「
自
然
派
」
の

代
表
的
作
家
だ
っ
た
藤
村
と
が
、
「
静
」
の
も
と
で
偶
然
に
も
接
近
し
て
い
る



こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
意
味
深
い
こ
と
だ
と
思
う
。
「
静
」

「
動
」
の
概
念
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
は
漱
石
の
思
想
構
造
及
び
そ
の
文
学
作
品

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

付
記

文
中
の
引
用
文
の
漢
字
の
旧
表
記
は
現
行
の
表
記
に
改
め
た
。

夏
目
漱
石
に
於
け
る
「
静
」

「
動
」
に
つ
い
て

四
三
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